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工事完成図作成要領 
 

１．構  成 

 (１) 完成図は、工事内容に基づき、次に掲げる図面をもって構成する。 

  ア 表 題 

  イ 工事概要 

  ウ 図面目録 

  エ 位置図 

  オ 平面図 

  カ 縦断図 

  キ 断面図 

  ク 詳細図 

ケ 配管施工図 

  コ 弁栓類位置寸法図・許可図 

  サ 弁栓類等製作図 

   ※参考資料に工事完成図作成例を示す。 

 

 

２．留意事項 

 (１) 図面の規格は、「工事完成図等作成基準」によるものとする。 

  (２) 各種図面に使用する図面表示は表－１を標準とする。 

なお、図面の縮尺、文字数、地形及び既設物の輻輳等を考慮して A３版に縮小したと

き判読できるように作成するものとする。  

 (３)ＣＡＤデータで作成する工事完成図の製図基準については、本局が定める｢ＣＡＤ製図

基準｣によるものとする。 
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３．表  題 

  表題には縁取りをし、工事名（○○○○工事完成図）、工事年度、工事完成（平成○○年

○○月○○日工事完成）、施工担当課・所・場を記入する。 

 

４．工事概要 

  工事概要には、施工理由、工事内容、工事開始日、工事完成日及び工事場所を記入する。 

  なお、放棄管及び撤去管は取得年度と固定資産台帳の整理番号を記入する。 

  また、老朽管の場合は（老）、非ポリエチレンスリーブダクタイル鋳鉄管の場合は（非ポ

リ）、受贈管の場合は（受）と記入する。 

 

５．図面目録 

  図面目録には、各図面の名称、枚数及び番号を記入する。 

 

６．位 置 図 

 (１) 図面の配置 

   位置図は、紙面の左上側又は全面を使用する。なお、全面を使用するときは、Ａ３版

とする。 

 (２) 縮  尺 

   縮尺は、原則、６，０００分の１の広島市上水道配管図を使用する。 

   なお、６，０００分の１の広島市上水道配管図が未作成の場合は、開発地形図等を拡

大又は縮小して６，０００分の１とする。 

 (３)  記入事項 

  ア 位置図は、紙面の上側を北とし、タイトル、縮尺及び方位を記入する。 

  イ 工事場所は、工事路線を太い実線で記入するとともに、囲いをして引き出し線で「工

事場所」と記入する。 

  ウ 表題欄に管理番号、配管台帳図面番号を記入する。 

  

７．平 面 図 

 (１) 図面の配置 

   平面図は、位置図の記入された紙面の右側又は別紙面とし、原則として位置図と同じ

方向とする。 

   なお、設計図に縦断図が示されている工事については、平面図を上側、縦断図を下側

とし、両図面が対照できるように作成する。この場合、始点は左側とする。 

 (２) 縮  尺 

   縮尺は、５００分の１を標準とするが、設計図が他の縮尺の場合は、監督員の指示に

よるものとする。 

 (３) 記入事項 

  ア 平面図は、原則として位置図と同じ方向となるように作成し、タイトル、縮尺及び

方位を記入する。 

  イ 地形図は工事路線（道路）の両側１０～２０ｍ程度とし、町名、住居番号及び目標

物、公共施設名、家屋等を記入する。 

    なお、新設団地等で住居番号がない場合は、ブロック番号を記入する。 

  ウ 新設管は太く濃く、既設管は細く配管記号で記入する。 

  エ 設計・施工時において、下水、ガス、ＮＴＴ及び中電等既設物を調査した場合は、

できるだけ当該既設管の位置を記入する。 

  オ 新設管は、路線ごと引き出し線と寸法線で、名称、口径、管種及び延長を記入する。

ただし、同一路線で図面枚数が２枚以上になる場合は１枚ごとに名称、口径、管種を

記入し、延長については主たる図面に全体延長を記入する。 

    また、新旧管連絡か所及び連絡か所を明示する。 

  カ 名称は配水管新設工事のみの場合は新設管と表示し、他の工種がある場合は新設揚

水管、新設配水管及び新設排水管等で表示する。また、撤去管及び放棄管の表示も他
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の工種がある場合は同様とする。 

  キ 撤去管及び放棄管（充填工含む）の位置を記入し、引き出し線と寸法線で名称、口

径、管種、延長及び取得年度を記入する。 

  ク 団地等勾配のある道路に管を布設する場合は、道路又は民地の地盤高を必要に応じ

て記入する。 

  ケ 受贈管の場合は、引き出し線と寸法線で名称、口径、管種及び延長の次に（受）と

記入する。 

また、撤去管及び放棄管にあたっては名称、口径、管種、延長及び取得年度の次に

受贈管の場合は（受）、老朽管の場合は（老）、非ポリエチレンスリーブダクタイル鋳

鉄管の場合は（非ポリ）と記入する。 

  コ 道路路線名及び河川名を記入する。 

サ 路線名（路線番号）、既設管名等の文字はできるだけ道路外に記入する。 

  シ 表題欄に管理番号、配管台帳図面番号を記入する。 

 

８．縦 断 図 

 (１) 作成基準 

   縦断図は、取・導・送・揚水管及び４００mm 以上の配水管について作成する。 

 (２) 図面の配置 

   縦断図は、平面図の下側とし、図面が対照できるように作成し、始点は左側とする。 

 (３) 縮  尺 

   水平方向の縮尺は平面図と同一とし、縦方向の縮尺は 1/100 とする。 

 (４) 記入事項 

  ア 縦断図の上側中央にタイトル及び縮尺を記入し、数値表示欄は左側に上欄より次の

順で記入する。 

    なお、縦断図を分割した場合の数値表示欄には、全て名称を記入する。 

   (ア) 土被り 

   (イ) 管天高 

   (ウ) 地盤高 

   (エ) 追加距離 

   (オ) 単距離 

   (カ) 測点 

 

  イ 新設管は太く濃く実線で記入し、直管、異種管、切管、異形管及び弁栓類等は、継

手か所を配管記号で記入する。また、引き出し線で管種、名称、口径及び規格・寸法

を記入する。 

  ウ 既設物との交差部の間隔が判明するか所は、寸法を記入する。 

エ 表題欄に管理番号、配管台帳図面番号を記入する。 

 

９．断 面 図 

 (１) 図面の配置 

   断面図は、平面図の周辺又は別紙面に平面図で記入された番号（測点）を左下より順

に作成する。 

 (２) 縮  尺 

   縮尺は、１００分の１を標準とするが、設計図が他の縮尺の場合は設計図と同一の縮

尺とする。 

 (３) 記入事項 

  ア 断面図の上側中央にタイトル及び縮尺を記入する。 

  イ 断面図の間隔と位置は、工事記録写真撮影要領（撮影頻度）に基づき、２０ｍを標

準とするが、変化点がある場合は追加して記入する。 

  ウ 表示は、 1 － 1’ 又は№１を使用する。 

エ 表題欄に管理番号を記入する。 
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10．詳 細 図 

 (１) 図面の配置 

   詳細図及び各種構造図は、平面、断面、正面及び側面等相互の関連づけをして配置す

る。 

 (２) 縮  尺 

   縮尺は、１００分の１を標準とするが、設計図が他の縮尺の場合は、設計図と同一の

縮尺とする。 

 (３) 記入事項 

  ア 詳細図の上側中央にタイトル及び縮尺を記入する。 

    また、方位については、平面詳細図の上側に記入する。 

  イ 詳細図を複数か所作成する場合は、詳細図の前に全角英大文字を追記しサブタイト

ルを作成する。  

  ウ 平面詳細図と断面詳細図がある場合、平面詳細図に全ての異形管等を、断面詳細図

がある場合にはＴ字管、消火栓及び仕切弁等を引き出し線で管種、名称、口径及び規

格・寸法を記入し、平面詳細図と対比できるように作成する。 

エ 表題欄に管理番号を記入する。 

 (４) そ の 他 

  ア 詳細図は、道路交差点等配管状況が複雑な箇所について作成する。また、伏せ越し

か所等は断面詳細図も作成する。 

  イ 離脱防止金具及びライナ使用か所は、配管記号を記入する。 

  ウ 曲管を使用したとき、標準断面の管天高を基準とし、それより下部の上げ下げの曲

管をＶＤ、上部の上げ下げの管をＶＵ、ひねり部はＶＨの記号で平面詳細図及び断面

詳細図に引き出し線で使用を明記する。 

  エ 栓止めか所がある場合、その位置の寸法を記入する。 

 

11．配管施工図 

(１) 図面の配置 

配管施工図は、別紙図面とし、原則として平面図と同じ方向とする。 

(２) 縮尺 

縮尺はノンスケールとする。 

(３) 記入事項 

ア 配管施工図の上側中央にタイトルを記入する。また、方位については上側に記入

する。 

イ 配管状況が確認できるよう全ての使用材料を記入し、甲・乙切管、異形管類、弁

栓類等については引出し線により管種、名称、口径及び規格・寸法を記入する。 

ウ 引出し線により、路線別に管種及び口径ごとの延長を記入し、平面図と対比でき

るように作成する。 

エ 全ての継手について継手点検表の継手番号を記入するとともに、測点(断面)番号

を記入し、継手管理状況写真と対比できるように作成する。 

オ 継手番号は、囲み等により継手形式及び口径が区別できるよう記入する。 

カ 表題欄に管理番号を記入する。 

 

12. 弁栓類位置寸法図・許可図 

 (１) 図面の配置 

   弁栓類位置寸法図・許可図は、原則、別紙面とする。 

 (２) 縮  尺 

   縮尺は１，０００分の１を標準とする。 

 (３) 記入事項 

  ア 弁栓類位置寸法図・許可図の上側中央にタイトル、縮尺及び方位を記入する。 

  イ 新設管は太く濃く、既設管は細く配管記号で記入する。 

  ウ 表題欄に管理番号を記入する。 
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 (４) 現地実測 

  ア Ｌ型側溝又はブロック類（ガッター等）が設置されている場合は、図－１現地実測

例のとおり官民境界からの距離とする。 

  イ 測定距離はメートル単位とし小数点以下２位までとする。 

  ウ 交差点内の測定は、図－１現地実測例（交差点内）のとおり弁栓類からもっとも近

く、かつ、はっきりしている官民境界の２点を基準として測定する。 

  エ 交差点外又は近くに角切等のない場合の測定は、図－１現地実測例(交差点外)のと

おり弁栓類から直近の路肩線を基準として測定する。 

  オ 曲がり道等は、最寄りの官民境界線及び角切を測定点として路肩延長を測定する。 

 (５) 図面表示 

  ア 口径、管種、布設年度等は、原則として道路外に記入する。 

  イ 新設管と既設管の区別がはっきり分かるように新設管は太く濃く、既設管は細く記

入する。 

  ウ 新旧管連絡か所及び連絡か所には図－２図面表示例のとおり矢印を記入する。 

  エ 受贈管がある場合は、上記アの図面表示に続き（受）で表示する。 

  オ 街区番号のない場所においては字名等を記入する。 

  カ 弁栓類を設置しない管布設工事においても弁栓類位置寸法図・許可図を作成し提出

する。 

  キ 仕切弁及び不断水挿入仕切弁、不断水挿入管路断水器、バタフライ弁、減圧弁等を

設置した場合は、弁栓類位置寸法図・許可図に引き出し線で口径、形式、製作メーカ

ー、回転方向及び操作回転数を記入する。 

なお、減圧弁については、一次圧力、設定二次圧力、地盤高、安全弁設定圧力を記

入する。 

  ク 許可・承認のある場所(私道を含む。)は、引き出し線と寸法線で名称、延長を記入

する。また、許可・承認番号及び許可年月日を記入する。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 現地実測例 
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図－２ 図面表示例 
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13．弁栓類等製作図 

 (１) 図面の配置 

    製作図は、高圧仕切弁、コーン弁、流量計、伸縮可とう管及び開閉台、添架金物、

逆流防止蓋等について作成する。 

 (２) 縮  尺 

   監督員が確認した制作図と同一の縮尺とする。 

 (３) 記入事項 

   監督員が確認した製作図に所定のタイトルを付け、必要に応じて、製品名及び図番等

必要項目を記入する。 

    

14．工事内容 

 (１) 図面の配置 

   工事内容は、位置図又は平面図と同一紙面の右側に表示する。 

 (２) 記入項目 

  ア 新設管（取・導・送・揚・配・排・電線管）、消火栓、撤去管、放棄管の順に名称、

口径（口径の小さいものから順）、管種、延長及びか所を記入し、受贈管の場合は（受）、

撤去管及び放棄管にあたっては名称、口径、管種、延長及び取得年度の次に受贈管の

場合は（受）、老朽管の場合は（老）、非ポリエチレンスリーブダクタイル鋳鉄管の場

合は（非ポリ）と記入する。 

  イ 新設管の名称は管布設工事とし、新設管が配水管のみの場合は、備考欄には記入せ

ず、他の工種がある場合は、備考欄に(揚水管)、(配水管)、(排水管)等と記入する。

また、撤去工事の場合は、名称に管撤去工事と記入する。 

    なお、撤去管及び放棄管も同様とする。 

 

15．凡  例 

 (１) 図面の配置 

   凡例は、位置図又は平面図と同一紙面の右側の工事内容の下に記入する。 

 (２) 記入項目 

   新設管、撤去管、放棄管、仕切弁・消火栓、離脱防止金具、ライナー使用か所、他企

業埋設物等を表－２配管記号により記入する。 

 

16．そ の 他 

 (１) 水管橋等の塗装仕様の記入 

   水管橋及び添架管の塗装工事において施工した塗装仕様を詳細図等に記入する。 

 (２) 電線管の記入 

   管布設工事と電線管工事が同一工事の場合は、電線管布設区間に名称等を記入する。 

   なお、電線管平面図を作成する場合は、詳細図の後とする。 

 (３) その他、維持管理上必要と思われる事項を、平面図又は詳細図に記入する。 

（例．残置矢板か所及びその種別等） 
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